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無
礼
と

　
あ
る
婦
人
会
で
、
こ
ん
な
質
問
が

出
た
。

　
「
高
校
生
の
女
の
子
が
よ
く
ア
グ

ラ
を
か
く
の
で
す
よ
。
女
の
く
せ
に

み
っ
と
も
な
い
。
お
行
儀
よ
く
し
な

さ
い
。
と
、
し
か
る
の
で
す
が
、
な

か
な
か
直
り
ま
せ
ん
。
困
っ
て
い
ま

す
」

　
「
そ
ん
な
こ
と
を
、
や
か
ま
し
く

い
わ
な
い
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
お
嫁

さ
ん
に
な
れ
ぱ
、
ま
さ
か
ア
グ
ラ
を

か
く
こ
と
も
、
あ
り
ま
す
ま
い
」

　
こ
れ
が
ご
名
答
と
は
考
え
な
い
が

テ
レ
ビ
が
お
行
儀
を
悪
く
さ
せ
る
張

本
人
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

総
理
大
臣
の
お
話
で
あ
ろ
う
が
、
名

僧
知
識
の
講
話
で
あ
ろ
う
が
、
寝
そ

べ
っ
た
ま
ま
聞
く
。
ま
た
む
し
ゃ
む

し
ゃ
も
の
を
食
べ
な
が
ら
聞
く
。
無

礼
だ
。
こ
ん
な
こ
と
が
、
つ
い
に
平

素
の
行
動
に
現
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
ま
い
。
全
く
テ
レ
ビ
の
前
で
は
、

ど
ん
な
偉
い
人
に
も
、
と
ん
ち
ゃ
く

が
な
い
。
人
を
人
と
も
思
わ
な
い
。

も
っ
と
も
絵
を
見
る
気
持
ち
で
、
映

像
を
見
て
い
る
の
だ
か
ら
致
し
方
も

あ
る
ま
い
。

　
テ
レ
ビ
は
一
億
総
臼
痴
化
す
る
と

い
ま
は
亡
き
肩
名
な
評
論
家
が
い
っ

た
そ
う
だ
。
テ
レ
ビ
が
読
書
の
よ
う

に
努
力
せ
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

押
し
つ
け
、
視
聴
者
が
そ
れ
を
鵜
呑

み
に
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
い
い

失
礼

出
し
た
ら
し
い
。

　
こ
の
こ
と
ば
を
借
り
る
と
、
テ
レ

ビ
は
一
億
総
無
礼
化
す
る
と
い
え
な

く
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
生
身
の
総
理
大
臣
や
名

僧
知
識
の
前
で
は
、
ア
グ
ラ
を
か
い

た
り
、
寝
そ
べ
っ
て
、
お
説
拝
聴
で

も
あ
る
ま
い
。
だ
か
ら
高
校
生
の
女

の
子
に
”
女
の
く
せ
に
4
に
は
余
計

と
し
て
、
そ
の
不
行
儀
、
無
礼
も
気

に
病
み
す
ぎ
る
と
思
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
質
問
の
主
婦
が
家
庭
で
、
油

揚
げ
を
し
た
後
の
、
油
を
吸
い
こ
ま

せ
る
の
に
、
偉
い
人
の
顔
写
真
が
、

の
っ
て
い
る
新
聞
紙
に
、
揚
げ
も
の

を
並
べ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。
こ

の
主
婦
と
て
、
生
身
の
偉
い
人
の
顔

に
、
じ
か
に
油
揚
げ
を
、
押
し
つ
け

る
無
礼
を
し
な
い
の
と
同
断
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
無
礼
と
失

礼
と
は
、
い
す
れ
も
礼
儀
の
な
い
こ

と
を
い
う
こ
と
ぱ
だ
。
け
れ
ど
も
い

さ
さ
か
ニ
ア
ン
ス
が
ち
が
う
よ
う
だ

　
無
礼
は
「
礼
儀
を
わ
き
ま
え
な
い

こ
と
」
す
な
わ
ち
、
な
に
が
礼
儀
か

を
知
ら
な
い
か
ら
礼
儀
が
な
い
。
い

わ
ば
無
知
か
ら
く
る
も
の
。
失
礼
は

「
礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
い
な
が
ら
、

こ
れ
を
欠
く
こ
と
」
い
い
か
え
る
と

不
用
意
か
ら
か
、
ま
た
は
”
喪
中
に

つ
き
欠
礼
”
の
よ
う
に
、
あ
る
こ
と

が
ら
の
た
め
、
故
意
に
礼
儀
を
欠
く

場
合
を
い
う
よ
う
だ
。

　
無
礼
に
は
善
意
の
か
け
ら
も
な
い

が
、
失
礼
は
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。

　
ひ
と
こ
ろ
大
学
生
の
グ
バ
な
ど
は

理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、
話
し
合
い
を

知
ら
な
い
無
礼
の
所
行
と
い
え
る
。

高
校
生
の
女
の
子
の
”
不
行
儀
4

も
、
若
さ
の
無
知
か
ら
く
る
、
無
礼

の
所
作
と
い
え
な
く
も
な
い
。
静
か

に
考
え
、
ま
た
環
境
が
変
わ
れ
ば
直

ろ
う
。

　
い
ま
の
学
校
教
育
の
姿
は
、
将
来

の
た
め
の
知
識
教
育
が
主
眼
の
よ
う

だ
が
、
社
会
教
育
や
家
庭
教
育
は
、

い
ま
暮
す
た
め
の
生
活
教
育
な
の

だ
。
だ
か
ら
大
学
生
や
女
高
生
に
学

　
　
　
　
ロ

校
教
育
で
果
た
せ
な
い
現
在
の
生
活

教
育
を
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る

ま
い
。

「
中
里
の
民
俗
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行
に

　
こ
の
美
し
い
自
然
の
中
で
、
私
た

ち
の
祖
先
は
貧
し
い
中
に
住
み
よ
い

郷
土
を
つ
く
ろ
う
と
努
力
し
、
さ
ま

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
様
式
を
伝
え
、
伝

統
的
に
残
し
て
居
ま
す
。

　
中
里
村
郷
土
研
究
会
で
は
、
時
代

と
共
に
忘
れ
さ
ら
れ
て
行
く
民
俗
の

保
存
を
手
が
け
、
こ
の
た
び
「
中
里

の
民
俗
」
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

B
五
版
、
四
十
四
ぺ
ー
ジ
で
主
な
内

容
は
、
年
中
行
事
、
庚
申
信
仰
、
通

　
　
　
つ
い
て

過
儀
礼
と
な
っ
て
居
ま
す
。

　
刊
行
御
希
望
の
方
は
、
公
民
館
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。

中
里
文
芸

　
　
　
－
四
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

家
裏
の
雪
間
何
時
も
の
所
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

新
茶
発
送
便
り
に
残
る
香
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

桜
折
る
な
と
は
言
い
か
ね
て
咳
は
ら

い
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

あ
げ
雲
雀
大
空
高
く
春
告
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ

蕗
味
噌
の
匂
ふ
新
聞
配
る
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

新
任
地
不
安
は
峠
の
雪
崩
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

雪
割
草
強
し
苦
肉
の
語
の
厚
み

空
手
同
好
会
を
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
に

お
い
て
も
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
び
、

発
展
途
上
に
あ
る
空
手
道
を
学
ぼ
う

と
、
こ
の
程
、
中
里
村
に
お
い
て
も

空
手
同
好
会
（
代
表
上
原
健
、
冨
井

利
明
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
は
、
週
一
回
、
＋
日
町
空

手
協
会
よ
り
、
先
生
ほ
か
数
名
の
指

導
者
を
招
き
練
習
す
る
が
、
年
中
行

事
と
し
て
。
夏
、
秋
、
一
泊
二
日
位

の
合
宿
、
他
の
空
手
協
会
と
の
試

合
、
全
日
本
空
手
選
手
権
試
合
見
学

等
と
な
っ
て
い
る
が
、
女
性
は
美
容

と
護
身
の
た
め
に
、
中
青
少
年
は
、

健
康
管
理
に
と
、
会
員
の
募
集
を
し

て
い
る
。
な
お
練
習
日
等
詳
細
を
知

り
た
い
方
は
、
公
民
館
（
一
一
八

番
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

雪
解
水
夏
も
滝
の
音
此
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

猫
や
な
ぎ
女
ぱ
か
り
の
護
岸
工
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

風
花
や
そ
れ
よ
り
臼
き
カ
ル
テ
積
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

雪
解
川
褐
色
叩
く
普
請
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

饒
舌
さ
び
し
頭
に
春
泥
を
塗
り
こ
め

る
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

春
昼
を
臆
ぬ
け
て
白
き
雲
に
乗
る

　
　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

忍
び
よ
る
春
の
気
配
は
裏
山
に

　
日
こ
ど
数
増
す
子
鳥
の
夜
曲

蝉
孫
の
男
子
生
漢
れ
て
老
（
お
い
）

が
身
は
慣
れ
た
鍼
師
に
励
む
楽
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
林

喜
び
と
憂
い
交
々
外
国
（
と
っ
く

に
）
へ

　
赴
任
す
る
子
の
便
り
読
む
春

広
く
と
も
世
界
は
一
つ
ひ
た
す
ら
に

　
背
伸
ぶ
を
希
い
吾
子
に
文
寄
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬

よ
う
や
く
に
春
の
訪
づ
れ
つ
げ
し
風

　
小
鳥
と
共
に
我
が
窓
を
打
つ

陽
炎
に
冬
衣
、
干
さ
ん
と
窓
を
開
け

ぱ　
雪
ど
け
の
水
ぬ
る
み
手
に
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悦

豪
雪
に
折
れ
し
梅
枝
堅
き
蕾

　
陽
ざ
す
窓
辺
に
そ
，
と
生
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
清
枝

石
油
た
く
風
呂
に
漸
く
か
へ
た
る
日

　
原
油
値
上
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
出
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了

二
児
の
母
君
の
姿
の
羨
や
ま
し

　
我
れ
身
一
つ
を
今
ま
だ
定
め
す

　
　
訂
正
お
わ
び

　
三
月
号
俳
句
欄
、
春
雷
さ
ん
の
句

で
、
肩
を
組
む
娘
第
、
と
あ
り
ま
す

の
は
、
娘
等
の
誤
り
で
し
た
の
で
訂

正
お
わ
び
致
L
ま
す
．

縷
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岡
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教
職
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
籍
学

　
恒
例
の
年
度
末
に
お
け
る
、
学
校

教
職
員
の
人
事
異
動
が
去
る
四
月
一

日
付
で
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表

さ
れ
た
。

　
中
里
村
に
お
い
て
も
、
転
出
者
三

十
二
名
、
転
入
者
三
十
二
名
の
大
巾

な
異
動
が
あ
っ
た
。

　
校
長
の
異
動
で
は
、
八
木
普
作
貝

野
中
学
校
長
は
、
小
千
谷
市
東
山
中

学
校
に
栄
転
、
後
任
に
は
、
西
蒲
原

升
潟
小
学
校
よ
り
原
弘
一
氏
、
真
貝

吉
治
倉
俣
小
学
校
長
は
、
刈
羽
郡
下

小
国
小
学
校
に
栄
転
し
、
後
任
に
は

十
日
町
市
下
条
小
学
校
よ
り
保
坂
由

栄
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ
た
。

　
な
お
、
中
里
村
に
お
け
る
教
職
員

の
人
事
異
動
は
、
次
の
と
わ
り
で
あ

　
　
保
坂
由
栄
倉
俣
小
学
校
長

　
　
　
驚
猟
、
獣
，
、
∵
己
か

原
弘
一
貝
野
中
学
校
長

〆
ξ
、
・

人
事

る
。

　
　
【
転
出
】

氏
名
職
名

▽
田
沢
小
学
校

校
長
異
動

転
任
校

　
長
谷
川
国
茂
（
教
頭
）
津
南
町
外
丸
小

　
中
沢
勘
吉
（
教
諭
）
村
松
町
五
箇
小

　
荻
野
　
義
之
（
〃
）
三
条
市
保
内
小

　
斉
藤
　
馨
爾
（
〃
）
南
魚
六
日
町
小

　
小
野
沢
澄
子
（
〃
）
西
蒲
、
燕
西
小

　
青
木
彰
子
（
〃
）
小
千
谷
小
土
山
小

　
遠
藤
　
静
子
（
〃
）
中
里
高
道
山
小

　
柄
沢
　
章
子
（
養
護
助
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
津
南
中

　
▽
高
道
山
小
学
校

　
茨
木
　
　
浩
（
教
諭
）
臼
根
市
庄
瀬
小

　
宮
崎
美
智
子
（
〃
）
柏
崎
市
南
鯖
石
小

　
鵜
川
　
龍
子
（
〃
）
五
泉
市
五
泉
小

　
▽
倉
俣
小
学
校

　
真
貝
吉
治
（
校
長
）
刈
羽
下
小
国
小

　
▽
貝
野
小
学
校

　
関
谷
喜
代
（
教
諭
）
十
日
町
市
川
治
小

　
藤
枝
　
一
英
（
〃
）
三
条
市
保
内
小

　
斉
藤
忠
博
（
〃
）
東
蒲
津
川
鳥
井
小

　
▽
清
津
峡
小
学
校

　
斉
藤
　
誓
（
教
諭
）
燕
市
、
川
前
小

　
渡
部
　
一
郎
（
〃
）
北
魚
、
川
口
小

　
星
野
良
子
（
養
護
助
教
諭
）
期
間
満
了

　
▽
田
沢
中
学
校

　
大
島
芳
邦
（
教
諭
）
津
南
町
、
中
津
中

　
服
部
己
津
晴
（
〃
）
栃
尾
市
、
荷
頃
中

、

長
沢
謙
次
（
〃
）
西
蒲
、
中
ノ
ロ
中

平
原
義
二
郎
（
〃
）
三
条
市
、
一
中

鷲
頭
靖
夫
（
〃
）
加
茂
市
、
若
宮
中

藤
口
　
明
子
（
〃
）
西
蒲
、
黒
崎
中

阿
部
　
恵
子
（
養
護
教
諭
）

　
　
　
　
　
十
日
町
市
十
日
町
中

▽
倉
俣
中
学
校

久
原
　
彰
（
教
諭
）
栃
尾
市
栃
尾
中

野
島
翼
子
（
〃
）

　
　
　
　
　
　
糸
魚
川
市
上
皐
川
中

倉
島
ひ
ろ
子
（
養
護
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
岩
船
郡
、
関
谷
中

▽
貝
野
中
学
校

八
木
晋
作
（
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　
小
千
谷
市
東
山
中

長
沢
　
紀
子
（
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
西
蒲
、
地
蔵
堂
郷
中

佐
藤
由
弘
（
〃
）
岩
船
郡
塩
の
町
中

吉
傭
津
政
俊
（
〃
）
南
蒲
、
長
沢
中

　
　
【
転
入
】

氏
名
職
名
　
旧
任
校

▽
田
沢
小
学
校

伊
藤
功
（
教
頭
）
川
西
町
中
仙
田
小

相
馬
　
勇
（
教
諭
）
村
松
町
五
箇
小

佐
藤
俊
二
（
〃
）
十
日
町
市
大
池
小

桑
原
　
澄
江
（
〃
）
　
〃
　
吉
田
小

岡
村
　
　
操
（
〃
）
　
〃
十
日
町
小

渡
辺
　
折
枝
（
〃
）
　
新
採
用

五
十
嵐
靖
城
（
助
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
豊
栄
市
葛
塚
小

橋
爪
寿
子
（
養
護
教
諭
）
新
採
用

▽
高
道
山
小
学
校

青
木
純
一
郎
（
教
諭
）
燕
市
川
前
小

宮
沢
　
範
子
（
〃
）
　
新
採
用

遠
藤
　
静
子
（
〃
）
中
里
、
田
沢
小

▽
倉
俣
小
学
校

保
坂
由
栄
（
校
長
V
十
日
町
市
下
条
小

▽
貝
野
小
学
校

佐
藤
光
子
（
教
諭
）
　
新
採
用

桑
原
　
喬
（
〃
）
津
南
、
下
船
渡
小

栗
田
　
明
広
（
教
諭
）
　
新
採
用

▽
清
津
峡
小
学
校

秋
野
タ
ズ
子
（
教
諭
）
　
新
採
用

小
島
　
正
一
（
〃
）
　
　
　
〃

　
養
護
教
諭
が
近
く
赴
任
の
予
定

▽
田
沢
中
学
校

坂
井
一
磨
（
教
諭
）
柏
崎
市
第
三
中
本
間

金
子
　
敬
（
〃
）
南
魚
、
大
和
中

真
貝
美
佐
子
（
〃
）
　
　
新
採
用

重
野
　
吉
一
（
〃
）
刈
羽
郡
北
条
中

滝
沢
良
子
（
教
諭
）
十
日
町
市
吉
田
中

渋
谷
ひ
と
み
（
〃
）
　
　
新
採
用

若
月
あ
つ
子
（
養
護
教
諭
）
〃

▽
倉
俣
中
学
校

渡
辺
　
紀
子
（
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
西
頸
城
、
能
生
南
中

萩
野
玲
子
（
〃
）
柏
崎
市
南
鯖
石
小

越
村
け
い
子
（
養
護
助
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
採
用

▽
貝
野
中
学
校

原
弘
一
（
校
長
）
西
蒲
原
、
升
潟
小

和
久
井
輝
雄
（
教
諭
）
　
新
採
用

松
岡
宏
（
〃
）
中
頸
城
、
吉
川
中

　
　
　
恭
子
（
〃
）
　
　
新
採
用

教
職
員
の
人
事

　
　
　
　
　
異
動
を
終
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
村
山

　
昭
和
四
十
五
年
度
末
並
び
に
四
十

六
年
度
初
の
教
職
員
異
動
人
事
に
当

っ
て
は
、
県
の
異
動
方
針
で
あ
る
次

の
三
項
目

①
優
秀
な
新
人
を
採
用
し
て
清
新
の

気
風
を
導
入
す
る
。

②
適
正
な
教
職
員
の
配
置
に
よ
り
教

　
　
　
　
　
　
　
軍
英

職
員
組
織
を
刷
新
す
る
。

③
全
県
的
な
視
野
か
ら
の
異
動
を
促

進
す
る
。

に
つ
い
て
は
一
応
県
の
誠
意
を
疑
う

も
の
で
は
な
い
が
、
本
年
度
異
動
の

重
点
事
項
の
う
ち
、
郡
部
と
市
部
、

へ
き
地
と
ひ
ら
場
の
人
事
交
流
の
促

進
等
に
つ
い
て
は
、
誠
に
遺
憾
の
点

多
く
進
ん
で
へ
き
地
教
育
に
挺
身
し

た
教
職
員
の
平
場
展
開
、
特
に
下
越

方
面
へ
の
展
開
は
困
難
を
伴
う
こ
と

多
く
、
た
め
に
地
教
委
と
し
て
又
当

該
学
校
当
局
の
苦
心
す
る
所
で
あ
り

　
　
お
し
ら
せ

・
来
る
五
月
か
ら
、
結
核
予
防
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
が
、
村
内
各
地
区
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
春
先
の
農

作
業
等
で
、
お
忙
し
い
こ
と
と
は
思

い
ま
す
が
、
式
．
そ
い
あ
っ
て
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
を
受
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。・

飼
犬
は
、
鎖
で
つ
な
ぎ
、
管
理
面

を
よ
く
し
て
、
人
の
め
い
わ
く
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。
ζ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
な

が
ら
地
教
委
と
し
て
は
、
篁
卜
各
学

校
長
、
特
に
村
教
冑
振
興
会
長
鴨
副

会
長
の
協
力
を
得
て
転
出
、
転
入
計

六
十
四
名
の
近
年
に
な
い
大
巾
な
異

動
を
終
り
ま
し
た
。

　
異
動
人
事
を
終
っ
て
特
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
転
入
教
職
員
の
う
ち
新

採
用
者
が
多
い
こ
と
で
す
。
へ
き
地

に
新
採
用
教
員
の
多
い
の
は
平
場
都

市
部
に
集
中
さ
れ
て
い
る
中
堅
職
員

の
へ
き
地
へ
の
転
出
が
困
難
で
あ

り
、
へ
き
地
の
宿
命
的
な
も
の
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
今
後
に
残
さ
れ
た
間

題
で
す
。

　
次
に
児
童
生
徒
数
の
減
少
か
ら
田

沢
中
学
校
に
来
年
度
以
降
に
も
養
教

配
置
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
（
四
十

六
年
度
は
生
徒
減
の
た
め
未
配
当
の

と
こ
ろ
本
年
度
に
限
り
特
に
配
当
）
。

　
又
、
清
津
峡
小
学
校
土
倉
分
校
の

三
部
複
式
解
消
の
た
め
の
高
度
へ
詣

地
に
よ
る
教
員
の
特
配
に
努
力
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
讃
9
。
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退
任
の
ゾ
」山

　
陽
春
の
候
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
役
場
を
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
顧
み
ま
す
れ
ぱ
、
昭
和
二
十
五
年

旧
田
沢
村
役
場
に
奉
職
以
来
、
二
十

年
余
の
長
き
に
亘
り
、
村
民
の
皆
様

を
は
じ
め
議
会
の
議
員
各
位
、
各
委

員
会
関
係
御
当
局
、
並
び
に
諸
団
体

の
皆
様
か
ら
公
私
に
わ
た
り
、
暖
か

い
御
指
導
と
御
支
援
を
賜
り
大
過
な

く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

あ
い
さ
つ

　
　
田
　
正
　
平

と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
激
動
と
躍
進
の
一
九

七
〇
年
代
で
の
課
題
の
中
で
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
て
地
域
及
び
社
会
開

発
の
進
め
ら
れ
る
今
日
、
豪
雪
に
し

て
山
間
地
帯
を
多
く
抱
い
た
へ
き
地

と
都
市
と
の
格
差
是
正
や
、
過
疎
対

　
に
よ
り
　
み
ょ
い
　
　
　
り
と
　

一
に
・
健
全
に
し
て
合
理
的
な
財
政
運

営
を
図
ら
れ
、
夢
と
希
望
の
持
て
る

村
と
し
て
、
一
層
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
失
礼
で
は
御
座
居
ま
す
が

皆
様
の
御
健
康
と
御
発
展
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
御
礼
と
御
挨
拶
に
代
え
ざ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
任
の
ご
あ

　
　
　
　
　
倉
俣
小
学
校
長
保

　
文
字
通
り
山
紫
水
明
の
地
、
こ
こ

倉
俣
に
は
念
願
の
近
代
校
舎
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
の
教
育
に
対
す
る
誠
意
と

倉
俣
校
区
の
方
々
の
熱
意
と
が
こ
こ

に
立
派
な
教
育
環
境
設
定
へ
と
実
っ

た
も
の
と
唯
々
敬
服
の
他
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
こ
の
伝
統
あ
る
倉
俣
小
学

校
へ
校
長
と
し
て
奉
職
す
る
こ
と
に

　
　
　
い
さ
つ

　
　
　
　
坂
由
栄

な
り
ま
し
た
。

　
出
来
上
っ
た
ば
か
り
の
真
新
し
い

校
舎
に
、
こ
こ
の
子
供
達
百
二
十
八

名
と
と
も
に
、
新
入
学
児
の
気
持
に

も
似
た
感
懐
を
も
っ
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
責
任
の
重
大

さ
と
と
も
に
何
か
特
別
な
意
味
の
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

こ
の
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
中

味
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
役
割
の
あ

る
こ
と
を
考
え
、
豊
か
な
心
情
を
も

っ
た
倉
俣
の
こ
ど
も
を
育
て
る
よ
う

地
域
の
方
汝
と
更
に
密
接
な
関
連
を

も
ち
つ
つ
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

納
税
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
税

　
四
月
は
固
定
資
産
税
の
第
一
期
分

お
よ
び
、
軽
自
動
車
税
、
ま
た
国
民

健
康
保
険
税
の
第
一
期
分
（
四
月

新
任
の
ソ
」
あ

　
　
　
　
　
貝
野
中
学
校
長
原

　
赴
任
の
途
中
、
車
窓
か
ら
村
を
眺

め
、
先
す
美
し
い
自
然
を
感
じ
ま
し

た
。
私
の
育
っ
た
西
蒲
原
と
同
じ
よ

う
に
、
昔
は
丘
に
住
み
、
川
で
魚
を

と
り
、
川
岸
の
田
で
米
を
作
っ
て
生

活
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
現
在
は
開
拓
す
る
空
地
は
な
く
、

米
そ
の
他
の
産
業
に
つ
い
て
不
安
が

多
い
。
中
学
校
は
進
学
教
育
に
重
点

が
お
か
れ
、
農
村
を
離
れ
て
、
都
会

の
渦
の
中
へ
と
び
込
ん
で
生
活
す
る

気
力
、
学
力
、
体
力
の
養
成
を
め
ざ

さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
状
勢
で
あ

り
、
脱
落
す
れ
ぱ
非
行
に
走
り
、
心

の
平
衡
が
崩
れ
易
い
。
静
か
な
こ
の

農
村
に
な
ぜ
生
活
が
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
か
。

　
教
育
の
内
容
は
、
文
部
省
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど

こ
に
重
点
を
幻
い
て
努
力
す
る
か

は
、
村
や
生
徒
の
状
況
と
か
、
学
校

の
実
態
に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
言
う
こ
と
は
易
い
が
ど

　
　
　
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
弘
　
一

れ
だ
け
実
行
し
、
効
果
を
あ
げ
る
か

は
む
す
か
し
い
。
そ
の
上
、
学
校
だ

け
で
は
教
育
効
果
が
あ
が
ら
な
い
か

ら
、
村
の
か
た
が
た
の
知
恵
と
ご
援

助
に
ょ
っ
て
、
ま
た
先
任
者
の
足
跡

を
た
ど
り
、
貝
野
の
生
徒
の
た
め

に
、
微
力
な
が
ら
勤
め
た
い
と
考
え

ま
す
。
ど
う
か
ご
指
導
賜
り
た
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
務
課
V

分
）
と
三
種
類
の
税
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
月
で
す
。

　
以
下
か
ん
た
ん
に
説
明
を
い
た
し

ま
す
の
で
、
納
税
に
つ
い
て
ご
協
力

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。①

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
村
内
に
存

在
す
る
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資

産
の
所
有
者
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。
納

期
は
、
四
月
、
七
月
、
九
月
、
十
二

月
の
四
回
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
経
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
昭
和
四
十
六
年

四
月
一
日
現
在
、
軽
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
軽
自
動
車
を
廃
車
ま
た

春の交通安全運動

飲酒事故の徹底防止

春
の
交
通
安
全

運
動
が
四
月
五
日

か
ら
、
＋
日
ま
で

の
六
日
間
と
、
四

月
二
十
六
日
か
ら

五
月
一
日
ま
で
の

六
日
間
の
二
回
に

分
け
て
、
前
期

は
、
子
ど
も
と
老

人
の
保
護
と
指
導

に
特
に
力
を
入
れ
て
行
な
わ
れ
た
が

四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で

の
六
日
間
は
、
飲
酒
事
故
の
徹
底
防

止
を
柱
に
①
車
を
運
転
し
て
来
た
人

に
は
、
飲
酒
さ
せ
な
い
こ
と
を
徹
底

す
る
。
②
主
要
路
線
に
、
交
通
安
全

指
導
所
を
設
け
る
と
と
も
に
、
事
故

多
発
地
点
で
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
。
③
自
動
車
、
使
用
車
に
は
仕

業
点
検
と
、
定
期
点
検
の
完
全
実
施

を
呼
び
か
け
、
整
備
不
良
や
装
置
不

良
車
両
に
対
す
る
指
導
、
取
り
締
り

を
強
化
す
る
。
な
ど
の
項
目
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
歩
行
者
も
、
運
転

者
も
、
常
に
交
通
道
徳
を
守
り
、
交

通
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
も
の
で
す

は
譲
渡
し
た
場
合
、
廃
車
申
告
（
ナ

ン
バ
ー
の
返
還
）
ま
た
は
名
儀
変
更

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
課
税
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
注
意
し
て

下
さ
い
。
ナ
ン
バ
ー
を
返
還
し
な
い

で
放
置
し
て
お
い
た
た
め
、
他
人
が

こ
れ
を
使
用
し
、
交
通
事
故
を
お
こ

し
、
警
察
か
ら
前
所
有
者
が
取
調
べ

ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

　
て

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
に
詳
し
く
記
載
し
て
あ

り
ま
す
が
第
一
期
分
か
ら
第
五
期
分

（
四
月
分
か
ら
八
月
分
）
ま
で
の
税

額
は
仮
賦
課
に
よ
る
も
の
で
第
六
期

欝囎響

分
（
九
月
）
以
降
か
ら
本
算
定
に
基

づ
い
た
賦
課
に
な
り
ま
す
ゆ

　
以
上
三
種
類
の
税
金
に
つ
い
て
簡

単
に
記
し
ま
し
た
、
が
、
不
睨
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
税
務
課
に
お

問
合
わ
せ
下
さ
い
。

ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ

ル
ム
雰
員
募
集
・

　
あ
な
た
も
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を

利
用
し
、
明
る
く
楽
し
い
旅
を
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
い
こ
と
は
左
記
へ
お
た
，
す
ね

下
さ
い
。

▽
西
田
尻
口
樋
口
剛
久
（
電
話
四
宣

一
番
）
▽
役
場
社
会
課
u
関
根
（
電

話
二
三
〇
番
）

送路を横断する時は左右を確認し

　手をあげて渡りましょう

た

ば
こ
を

村お
買
い
求

関
の
小

め売

の
際
は

店
で
回
貝

い
ま
し

　’
中つ

里

村
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役
場
職
員
の
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
発
令

　
中
里
村
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付

で
次
の
と
お
り
職
員
の
人
事
異
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

◎
異
動
カ
ッ
コ
内
は
、
旧
所
属
課
又

は
新
採
用
。

▽
総
務
課
（
旧
行
政
課
）

　
主
事
　
上
原
康
義
（
戸
籍
係
）

　
書
記
桑
原
一
男
（
旧
社
厚
課
）

▽
産
業
課

　
主
事
　
上
原
　
正
孝
（
税
務
課
）

　
　
〃
　
吉
楽
　
克
之
（
　
〃
　
）

　
書
記
　
富
井
　
博
一
（
建
設
課
）

春
の
足
立
日

一
夜
丈
余
の
雪
が
と

い
に
し
え
よ
り
言
わ
れ
て
来
た

雪
深
い
妻
有
の
里
も

す
っ
か
り
春
ら
し
く
な
り

山
の
木
々
も
う
っ
す
ら
と

青
み
を
帯
び

小
川
の
猫
柳
も

せ
せ
ら
ぎ
で
眼
を
さ
ま
し

里
で
は

胸
に
大
き
な
名
札
を
つ
け
て

真
新
し
い
服
に
身
を
つ
つ
み

一
フ
ン
ド
セ
ル
を

カ
タ
コ
ト
鳴
し
な
が
ら

小
鳥
の
よ
う
に
嬉
々
と
し
て

家
路
に
着
く
子
ど
も
ら
の
姿
に

健
や
か
に
育
て
と

願
わ
す
に
は
い
ら
れ
な
い

　
　
〃
　
富
井
英
雄
（
新
採
用
）

▽
建
設
課

　
主
事
　
鈴
木
寛
己
（
総
務
課
）

　
書
記
　
富
井
　
正
市
（
教
　
委
）

▽
税
務
課

　
主
事
　
村
山
孝
平
（
旧
社
厚
課
）

　
書
記
　
小
林
増
市
（
建
設
課
）

▽
社
会
課

　
課
長
　
志
田
義
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
社
厚
課
長
）

　
主
事
鰯
井
ノ
川
　
博
（
産
業
課
）

　
〃

　
〃

　
〃

書
記

　
〃

　
〃

▽
行
政
、
心
配
ご
と
相
談
員

▽
老
人
家
庭
奉
仕
員

保
母

▽
保
健
課

課
長

主
事

　
　
ク

書
記

鈴
木
カ
ツ
ミ
（
収
入
役
室
）

鈴
木
久
雄
（
旧
社
厚
課
）

村
山
　
茂
徳
（
産
業
課
）

渡
辺
利
弘
（
旧
社
厚
課
）

大
島
　
明
子
（
総
務
課
）

樋
口
洋
子
（
旧
社
厚
課
）

関
根
隆
光
（
旧
社
厚
課
）

江
口
一
枝
（
旧
社
．
厚
課
）

藤
田
美
枝
子
（
新
採
用
）
，

柳
栄
久
（
産
業
課
）

羽
鳥
直
嗣
（
旧
社
厚
課
）

江
ロ
　
ツ
ヤ
（
建
設
課
）

高
井
忠
博
（
旧
社
厚
課
）

　
〃
　
大
島
　
正
平
（
産
業
課
）

保
健
婦
　
羽
鳥
ヨ
リ
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
社
厚
課
）

　
〃
　
大
島
美
栄
子
（
　
〃
　
）

　
〃
　
上
村
　
玲
子
（
新
採
用
）

看
護
婦
　
樋
ロ
ミ
サ
オ

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
社
厚
課
）

　
運
転
手
　
富
井
徳
明
（

診
療
所
医
師
後
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
助
産
婦
　
吉
楽
フ
サ
（

臨
時
山
崎
　
一
夫
（

▽
企
画
課

課
長
小
柳
定
夫

主
事
村
山

書
記
岡
村
成
一

　　　千
〃〃〃之〃
）））　　 ）

詔
平
雛

ム
魯
▼
●
ム
等

社会厚生課が

　　　保健課と社会課に

課
の
設
置
条
例

の
改
正
に
よ
り
、

去
る
四
月
一
日
付

で
社
会
厚
生
課

が
、
保
健
課
と
社

会
課
に
な
り
ま
し

た
。
保
健
課
の
業

務
は
、
衛
生
一
般

国
保
、
社
会
課
は

民
生
、
年
金
、
福

祉
、
青
少
年
健
全

育
成
関
係
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お

行
政
課
が
、
総
務

課
と
名
称
を
改
た

め
、
戸
籍
が
旧
行
政
課
か
ら
、
社
会

課
に
移
り
、
ま
た
建
設
課
で
あ
っ
た

国
土
調
査
関
係
が
、
企
画
課
に
移
り

ま
し
た
。

　
’
〃
桑
原
　
勇
（
建
設
課
）

　
　
〃
　
広
田
　
　
孝
（
新
採
用
）

▽
収
入
役
室

　
書
記
　
竹
藤
睦
子
（
旧
社
厚
課
）

▽
教
育
委
員
会

　
課
長
　
村
山
真
悟
（
収
入
役
室
）

書
記
上
原
健
（
旧
社
厚
課
）

▽
退
職

　
山
田
正
平
（
教
委
教
育
課
長
）

　
高
橋
　
カ
ツ
（
旧
祉
厚
課
保
母
）

村
山
文
枝
（
　
〃
　
　
）

今
年

　
こ
の
た
び
役
場
の
機
構
改
革
に
よ

っ
て
「
国
土
調
査
事
務
」
が
企
画
課

に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
村
で
は
国
の
新
総
合
開
発
計
画
に

の
仕
事

合
せ
、
国
土
調
査
を
照
和
五
十
六
年

迄
に
終
了
し
た
い
と
し
て
い
ま
す

が
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
じ
め
ら
れ

て
十
二
年
間
に
二
十
七
・
五
七
平
方

キ
。
麿
と
予
定
面
積
五
十
八
・
一
七
平

方
キ
。
層
の
四
十
八
％
弱
の
進
歩
状
況

あ
っ
て
、
し
か
も
今
迄
実
施
し
た
と

こ
ろ
は
山
地
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て

お
り
、
今
後
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
は

地
理
的
、
地
形
的
に
作
業
困
難
な
所

が
大
半
と
い
う
こ
と
下
嚇
す
。

　
今
年
度
行
な
う
予
窺
の
と
こ
ろ
尽
・

自
羽
毛
、
程
島
、
牧
畑
の
全
部
と
国

有
地
と
民
有
地
の
境
界
検
測
の
全
部

で
作
業
量
は
莫
大
な
も
の
で
あ
ひ
関

係
部
落
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
特
段
の

御
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
申

の
と
思
っ
て
い
ま
す
，

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
（
企
画
課
国
土
調
査
係
）

※
ま
と
め
て
与
え
る

　
こ
づ
か
い
の
与
え
方
と
し
て
は
、

「
月
に
一
回
」
の
月
給
制
や
、
　
「
週

に
一
回
」
の
週
給
制
の
よ
う
に
、
一

定
期
間
分
を
ま
と
め
て
与
え
る
も
の

が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
そ
の
方
が

金
銭
教
育
の
目
的
に
も
沿
う
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
調
査
を

み
て
も
ヤ
か
　
　

の
三
年
叢
上
で
◇
◇
金

は
八
割
方
が
こ
の

方
法
で
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
ど
も

は
自
分
な
り
に
生
活
の
見
通
し
を
つ

け
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
自
分

の
知
恵
を
働
か
せ
た
り
、
あ
る
い
は

欲
し
い
も
の
を
我
慢
し
た
り
と
い
う

よ
う
に
、
目
的
や
責
任
を
意
識
し
た

計
画
性
の
あ
る
生
活
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
配

慮
し
、
指
導
し
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
番
い
け
な
い
の
は
毎
日
少

額
の
こ
づ
か
い
を
与
え
る
こ
と
で

す
。
計
画
の
た
て
よ
う
も
な
い
し
、
、

ま
る
で
そ
の
日
暮
ら
し
や
浪
費
を
奨

励
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
、
と
い
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
で
し
ょ
う
。

※
段
階
を
踏
ん
で
月
給
制
へ

銭
教
育
◇
◇

こ
づ
か
い
の
与
え
方

ま
と
め
て
与
え
る
と
い
っ
て
も
、

幼
稚
園
児
に
い
き
な
り
月
給
利
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
い
つ
．
頃

か
ら
与
え
る
か
は
結
局
こ
ど
も
の
能

力
と
親
の
指
導
方
法
に
よ
る
わ
け
で

す
が
、
小
学
校
入
学
と
い
う
機
会
を

と
ら
え
て
実
行
す
べ
し
と
い
う
人
さ

え
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
い
す
れ
に
し
て
も
ま
す
週
給
制
か

ら
は
じ
め
、
そ
の
成
果
を
催
認
し
な

が
ら
十
日
ご
と
、
半
月
ご
と
と
期
間

を
延
ば
し
、
月
給
制
が
と
れ
る
ま
で

に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ

う
。
乙
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
週
給
制
あ
る
い
は
月

給
制
を
約
束
し
た
場
合
、
同
時
に
と

　
　
　
　
　
　
　
づ
か
い
を
与
え
る
』

　
　
　
　
　
　
　
日
を
、
毎
週
土
濯

　
　
　
　
　
　
　
日
と
か
毎
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
と
か
は
っ
き
り
決

め
て
、
そ
れ
を
必
す
実
行
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
こ
ど
も

が
上
手
に
使
お
う
と
張
り
切
っ
て
い

る
の
に
、
親
の
都
合
で
支
給
日
が
ズ

レ
た
り
、
一
回
分
を
と
ば
し
て
次
の

と
き
に
二
回
分
蜜
と
め
て
与
え
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
計
画
性
を

し
つ
け
る
目
的
が
台
な
し
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。


